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鑽

備
後

国

一
宮

吉
備
津

大
鳥
居

大
鳥
居
は
慶
安
元
年

（
一
六
四
八
）
福
山
城
主
水
野
勝
成
公
が
誠
心
こ

め
て
御
本
殿
以
下
御
寄
進
御
再
建
に
な
り
ま
し
た
時
の
も
の
で
、
第
百

七
代
後
陽
成
天
皇
の
皇
子
、
尭
然
法
親
王
の
御
書
に
よ
り
銅
２
局
額
が

掲
げ
て
あ
り
ま
す
。

随
神
門

全
国
で
随
神
門
が
二
つ
あ
る
の
は
備
後

一
宮
の
み
で
あ
り
ま
す
ｃ
十
月

神
無
月
に
は
全
国
の
八
百
万
神
々
が
、
出
雲
へ
集
合
さ
れ
神
政

（神
の

政
治
）
、
今
で
い
う
国
会
を
開
か
れ
ま
し
た
が
、
吉
備
津
彦
命
の
み
が

欠
席
さ
れ
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
心
配
さ
れ
た
大
国
主
命
は
二
人
の
使

者
を
備
後
国
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
備
後
国
は
大
祭
の
最
中
こ
の
二

人
の
使
者
は
歓
待
を
受
け
、
以
後
吉
備
津
彦
命
の
親
衛
の
門
守
と
し
て

末
永
く
仕
え
る
こ
と
と
な
り
、
上
下
の
随
神
門
が
作
ら
れ
た
と
い
う
伝

説
が
あ
り
ま
す
。

以
後
、
備
後
国
は
十
月
を
神
有
月
と
し
て
有
名
で
す
。

十

二
神
社

境
内
に
は
、
多
く
の
摂
社
　
末
社
が
あ
り
ま
す
が
、
十
二
神
社

は
厄
払
い
の
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
、
毎
年
厄
落
と
し
て
多
く
の

方
々
が
お
参
り
さ
れ
ま
す
ｃ

御
本
殿

備
後
国
総
鎮
守

一
宮
。
御
祭
神
は
吉
備
津
彦
命
を
奉
斎
し
て
あ
り
ま
す
．　
一
宮

［イ
ッ

キ
ュ
ウ
］
さ
ん
と
親
し
み
を
も
っ
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
ｃ

第
七
代
孝
霊
天
皇
の
呈
子
で
、
第
十
代
崇
神
天
皇
の
御
代
四
道
将
軍
に
任
せ
ら
れ
、
山

陽
道
に
派
遣
さ
れ
て
人
民
を
愛
撫
し
て
、
農
業
に
海
陸
の
交
通
に
、
地
方
開
拓
に
偉
大

な
功
績
の
あ
っ
た
吉
備
開
国
の
恩
恵
神
で
あ
り
ま
す
。

（四
道
将
軍
＝
北
陸
―
大
彦
命
、

東
海
―
武
淳
川
別
命
、
西
道
―
吉
備
津
彦
命
、
丹
波
―
丹
波
道
主
命
）
大
神
の
御
高
徳

を
仰
ぎ
尊
ん
で
初
め
て
宮
内
に
お
祀
り
し
た
の
は
、
平
安
時
代
第
五
十

一
代
平
城
天
皇

の
大
同
元
年

（８
０
６
）
で
あ
り
ま
す
．
現
代
の
御
社
殿
は
慶
安
元
年

（
１
６
４
８
）

福
山
城
主
水
野
勝
成
公
が
造
営
さ
れ
た
も
の
で
、昭
和
四
十
年
二
月
、
国
の
重
要
文
化
財

に
増
川｛だ
。

公
孫
樹

（天
然
記
念
物
）

公
孫
樹
は
天
然
記
念
物

（
日

本
老
樹
名
木
第
四
一
五
日こ

で
あ
り
ま
す
。
春
は
緑
、
秋
は

黄
金
の
錦
を
織
り
な
し
て
、

あ
ざ
や
か
な
光
り
に
映
え
て

人
々
の

′し、
を
清
ら
か
に
し
ま

す
。
こ
の
大
広
場
は
毎
年

十
一月
二
十
二
日

（勤
労
感

謝
の
日
二
則
後
で
四
日
間
、

中
国
地
方
屈
指
の
名
高
い
市

立
大
祭
に
、
各
種
興
業

露
天
商
数
百
と
共
に
大
幕

を
張

っ
て
、
秋
の
豊
作
を

に
ぎ
わ
い
祝
う
近
郷
近
在

の
人
々
の
オ
ア
シ
ス
で
あ
り

ま
す
。

寒
桜

日
本
に
ま
れ
な
寒
桜
は
、
Ｈ
月
か
ら
２
月
頃
ま

で
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
雪
の
中
雄
々
し
く
も
可
憐

な
花
を
開
い
て
、
参
拝
者
の
心
を
な
ご
ま
せ
ま

す
。
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